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PPP2R1B; Serine/threonine-protein phosphatase 2A 65 kDa regulatory subunit A beta
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、タンパク質ホスファターゼ2の定常調節サブユニットをコードします。タンパク質ホスファターゼ2は、4つの主要なセリン/スレオニンホスファターゼの1つであり、細胞の成長と分裂の負の制御に関与しています。本酵素は、触媒サブユニットと定常調節サブユニットからなる共通のヘテロ多量体コア酵素で構成され、定常調節サブユニットは様々な調節サブユニットと会合します。定常調節サブユニットAは、触媒サブユニットと可変調節サブユニットBの組み立てを調整する足場分子として機能します。この遺伝子は、定常調節サブユニットAのβアイソフォームをコードします。この遺伝子の変異は、一部の肺癌および大腸癌と関連付けられています。選択的スプライシングによる転写バリアントも報告されています。 [RefSeq提供、2010年4月],疾患：PPP2R1Bの欠陥は、一部の肺がんおよび大腸がんの原因となる可能性があります。,ドメイン：各HEATリピートは、親水性領域（リピート内ループ）で結合した2つのαヘリックスで構成されていると考えられます。リピート単位は横方向に配列して棒状の構造を形成する可能性があります。,機能：プロテインホスファターゼ2AのPR65サブユニットは、触媒サブユニットと可変調節Bサブユニットの組み立てを調整するための足場分子として機能します。,配列に関する注意：配列が汚染されています。 N末端部の起源不明の配列。,類似性：ホスファターゼ2A調節サブユニットAファミリーに属する。,類似性：15個のHEATリピートを含む。,サブユニット：PP2Aは、36 kDaの触媒サブユニット（サブユニットC）と65 kDaの定常調節サブユニット（PR65またはサブユニットA）からなる共通のヘテロ二量体コア酵素で構成され、様々な調節サブユニットと会合する。コア二量体と会合するタンパク質には、3つの調節サブユニットBファミリー（R2/B/PR55/B55、R3/B''/PR72/PR130/PR59、R5/B'/B56ファミリー）、48 kDaの可変調節サブユニット、ウイルスタンパク質、細胞シグナル伝達分子などがある。IPO9と相互作用する。SGOL1と相互作用する。
	研究分野
	卵母細胞減数分裂;WNT;WNT-T CELLTGF-beta;タイトジャンクション;長期抑制;
	画像データ
	

	PPP2R1B抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	PPP2R1B抗体を用いたHeLa細胞およびJurkat細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	PPP2R1B 抗体を使用した Jurkat 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	PP2A-Aβポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

